
平成２６年度　新潟市立図書館指標別評価シート

北区（豊栄図書館・松浜図書館）
区分 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 対前年度比

資料購入費：決算数値 18,807,000 17,135,000 18,531,550 8.1％増

蔵書冊数（点） 251,997 244,102 235,745 3.4％減

貸出冊数（点） 384,067 362,498 365,299 0.7％増

登録者数（人） 17,075 17,167 14,002 18.4％減

（内新規登録者数） 1,215 1,248 1,458 16.8％増

区分 平成２４年度 平成２５年度 H26年目標値 理由 平成２６年度 評点

課題解決型図書館 自己評価

レファレンス件数（件） 801 576 ‐ 図書館ビジョン 413 ‐

個人予約件数（件） 42,059 41,385 43,000 図書館ビジョン 45,534 4

分権型図書館 自己評価

郷土・行政資料の蔵書冊数（冊） 10,695 10,877 9,315 前年度並 9,398 2

郷土・行政資料の貸出冊数（冊） 4,141 3,458 ‐ ‐ 3,647 ‐

学・社・民融合型図書館 自己評価

児童書の貸出冊数（冊） 91,912 89,424 ‐ 教育ビジョン 94,524 ‐

小中学生への貸出冊数（冊） 31,736 36,265 32,000 教育ビジョン 30,906 2

子ども・親子対象事業の参加者数（人） 1,078 1,710 ‐ 教育ビジョン 2,611 ‐

職場体験受入人数（人） 16 19 ‐ 前年度並 22 ‐

講師等としての派遣職員数（人） 4 10 ‐ 図書館ビジョン 10 ‐

パートナーシップ型図書館 自己評価

図書館事業のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動者数（延人数） 203 280 280 図書館ビジョン 390 4

ボランティア養成講座の開催（人） 17 8 15 図書館ビジョン 7 1

ブックスタート実施率
533
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外部評価

評価指標 図書館運営全体

図
書
館
運
営

基本的サービス（地区図書室分を含む） 自己評価 外部評価

　蔵書冊数の減少は開架・書庫共に飽和状態であった書棚を少しず
つ整理し，来館者が見やすい配置を行った（豊栄図書館：暮らしの
コーナーを設置，松浜図書館：児童書コーナーをリニューアル）。図書
館に関心を持っていただけるよう，広報等に努めたい。

１　大変評価する。５６％

２　ある程度評価する。
　　　　　　　　　　　　４４％

３　評価できない。　０％

外部評価

小中学生への貸出冊数が伸び悩んでいる。興味
を持ってもらえるような棚つくりなど工夫をしてい
るが，なかなか利用に結びつかない。事業へは平
成25年度未実施だった事業などを新規に行うこと
により，参加者が増加した。

１　大変評価する。
　　　　　　　　　　１１％

２　ある程度評価する。
　　　　　　　　　　８９％

３　評価できない。
　　　　　　　　　　０％

評価指標 評価（次年度への展開）
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業
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外部評価

豊栄図書館の予約件数は例年並みであったが，
松浜図書館の予約件数が増加した。公民館事業
とのタイアップや，利用促進キャンペーンの成果と
思われる。

１　大変評価する。７８％

２　ある程度評価する。
　　　　　　　　　　　 ２２％
３　評価できない。 ０％

・大きな図書館はもちろん，小さな図書館でも良いとこ
ろがたくさんあるように思うので，もっと宣伝していくべ
きだと思う。
・公民館との連携が利用促進につながり，関心の強ま
りを感じることができる。

外部評価

10代から70代までの幅広い年齢層のボランティア
が活動している。ボランティアが中心となったイベ
ント「わくわく体験夏まつり」は毎年盛況である。今
後もボランティアが活動しやすい環境を作りを心
がけ，協働していきたい。

１　大変評価する。
　　　　　　　　　　　６７％

２　ある程度評価する。
　　　　　　　　　　　３３％
３　評価できない。
　　　　　　　　　　　０％

※施策・事業の評点は１：目標値を大きく下回った　２：目標値を少し下回った　３：目標どおり達成　４：目標値を上回って達成
※教育ビジョン：市教育委員会が策定した指針，　新・総合計画：市の目指す都市像に向けた行政計画，　組織目標：市が実施している組織ごとの行政評価

・図書館に足を運ぶきっかけづくりをすることにより，図
書館の良さを知る人が一人でも増えると良いと思う。
・登録者の減少の要因が気になる。
・登録者の減少と新規登録者増の関係は当然の動き
であると思う。新規者増に努力が見える。

・関心を持つ人が減っているので，蔵書に合わせた事
業展開もされると良いと思う。
・整理をお願いしたい。

・小中学生の興味，学校での生活などをリサーチして
みてはどうか。
・子ども・親子対象事業の参加者が増えたことは新規
事業に取り組んだ成果だと思われ，評価が高い。
・小中学生の活字離れへの対策は，図書館だけでなく
学校・家庭との連携が必要ではないか。
・将来を見据えるとこの部分の強化，増強に力を更に
注いでほしい。

・新しいボランティアがどんどん多くなると良い。
・ボランティアが中心となるイベントはリーダーシップが
重要となりまとめるのも苦労があると思われるが，関
心の高さが見られる。
・ボランティア養成講座を目標どおりに実施できなかっ
た理由は何か。

蔵書の目標は達成できたが，今後はより来館者
が利用しやすいように整理を進め，関心を持って
もらえるように資料の紹介をする。

１　大変評価する。
　　　　　　　　　　３７．５％
２　ある程度評価する。
　　　　　　　　　　６２．５％
３　評価できない。　０％
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